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1 南アジアにおける文明の成立と国家形成　69

イラン系のサカ人が，後1世

紀には，大
だい

月
げっ

氏
し

の
（→p.100）

支配下にあ

ったクシャーナ族が西北イン

ドを征服した。クシャーナ族

が建てたク
Kushana

シャーナ朝
1～3世紀

は，2

世紀中ごろにはカ
Kanishka
ニシカ王が

（在位130ごろ〜170ごろ）

北インドから中央アジアに及

ぶ地域を支配し，都のプルシ

ャプラ（現ペシャワール）から

東西交易をおさえた。中国の

絹
きぬ

，中央アジアの玉
ぎょく

がクシャーナ朝領内にもたらされ，ローマに向け

て船積みされ，かわりにローマからは金貨がもたらされた。こうして

インド，中央アジア，ペルシア，ギリシアの諸文明がこの地で混じり

あった。

　カニシカ王は大乗仏教を手厚く保護し，このころからヘレニズム文

明の影響もあって仏像がつくられるようになった。ともにクシャーナ

朝の支配下にあった西北インド

とガンジス川流域で異なる

仏像様式が発展し，ガン

ダーラ美術とよばれる前

者の仏教美術は，大乗仏教

とともに東西交易路にのっ

て中央アジアから東アジア

に広がった。3世紀，クシ

ャーナ朝はササン朝ペルシ

ア
（→p.60）
の圧

あっ

迫
ぱく

により衰
すい

亡
ぼう

した。
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p.68, 71

�クシャーナ族を土着のイラン
系とみなす説と，大月氏の一部
とみなす説とがある。

Eマトゥラー様式の仏像　ガン
ジス川流域で発展した仏像様式
は，同地域におけるクシャーナ
朝の支配拠

きょ

点
てん

であったマトゥ
ラーの名をとってマトゥラ
ー様式という。洗

せん

練
れん

され
たガンダーラ様式と
異なり，粗削りで
はあるが力強い
作風が特徴
的である。

Wガンダーラ様式の仏像　髪形や口ひ
げ，高い鼻といった風

ふう

貌
ぼう

や衣服のひだ
などに，ギリシア彫刻の強い影響がみ
られる（ガンダーラ出土）。
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2 イスラーム世界の発展　127

　ファーティマ朝やブワイフ朝が広大な地域を支配した10世紀後半

から11世紀前半のイスラーム世界では，シーア派が優勢となった。

スンナ派の反撃
シーア派とは異なり，ムハンマド以来のス

sunna
ンナ

（慣
かん

行
こう

）を尊重し，正統カリフ，ウマイヤ朝，ア

ッバース朝とつづいたカリフを正統な指導者と認める立場をス
Sunna
ンナ派

という。イスラーム化したトルコ人を組織して，11世紀前半に中央ア

ジアとイランを支配したセ
Seljuq

ルジューク朝
1038～1157

は，スンナ派の保護者であっ

た。この王朝のト
Tughril Beg

ゥグリル=べク
（在位1038～63）

は，1055年，バグダードに入城して

ブワイフ朝を追い，帝国の首都をスンナ派の手に奪
だっ

還
かん

して，カリフか

らス
Sultan
ルタン（支配者）の称

しょう

号
ごう

を許された
5

。セルジューク朝は，軍隊には
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シーア派とスンナ派 イスラーム教の分
ぶん

派
ぱ

であ

るシーア派は，もともとアリーの子孫をウンマの

指導者（イマーム）と認める政治的党派から出発し

た。彼らは，アリーの子孫にのみ神の命令を解
かい

釈
しゃく

する特別な能力がそなわっていると考え，独自の

法学・神
しん

学
がく

体系を発展させたため，一つの宗派を

形成するようになった。のちにイマームの血統が

とだえると，法学者（ファキーフ）がイマームの意

図にもとづいて信徒を指導するという考え方が生

まれ，これが現代のイラン=イスラーム共和国に

みられる政治・宗教体制につながっている。

　いっぽう，スンナ派とは，正統カリフ，ウマイ

ヤ朝，アッバース朝とつづいた政権の正統性を認

める現状肯
こう

定
てい

派を母体とし，ウンマのなかで語り

伝えられてきた預
よ

言
げん

者のスンナ（慣行）にしたがっ

て神の命令を解釈しようとする立場をさす。彼ら

は，特定の人物の判断にではなく，ウンマ全体の

合意にこそ神の意志があらわれると考え，10世

紀ごろまでにいくつかの法学派・神学派をつくり

あげた。こうして形成された，共同体の合意と団

結を重視する人々の総体がスンナ派である。

　スンナ派とシーア派の間には，長年にわたる闘

争の歴史があり，それは現代においても一部の地

域でつづいているが，両者とも『クルアーン（コー

ラン）』の教えにしたがうムスリムとしての立場は

共通であり，平和裏
り

に共
きょう

存
ぞん

している地域も少なく

ない。

5これ以降，スルタンはイスラ
ーム諸国の君主の称号として用
いられるようになる。現在でも，
オマーンやブルネイの君主は，
スルタンの称号を用いている。
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4 フランス革命とウィーン体制　279

立した。しかし，革命派や王党派の動きもあって政局は安定せず
7

，革

命の成果の定着と社会の安定を求める人々は，より強力な指導者の登

場を求めた。この機会をとらえたのが，革命軍の将校として頭
とう

角
かく

をあ

らわしていたナ
Napoléon Bonaparte

ポレオン=ボナパルト
（1769〜1821）

であった。

　イタリア遠
えん

征
せい

により対仏大同盟に打
だ

撃
げき

を与え
8

，ついでエジプト遠征

で名をあげていたナポレオンは，1799年11月9日（共和暦
れき

ブリュメー

ル18日），クーデタで統
とう

領
りょう

政府を樹立すると，自ら第一統領となって

事実上の独
どく

裁
さい

権を握った。1802年に終身統領となったナポレオンは，

04年5月には国民投票によって皇帝に即位した（第一帝政）。

　ナポレオンは，ローマ教
きょう

皇
こう

と宗教協約（コ
Concordat

ンコルダート）
1801

を結んでカ

トリック教会と和解し，貴
1808

族制を復活させる一方，フランス銀行の設
1800

立など行財政や教育制度の整備を推進し，さらに近代市民社会の原理

をまとめた民法典（ナ
1804.3

ポレオン法典）を制定し，革命の継
けい

承
しょう

を唱えた。

　革命理念によるヨーロッパ統一をかかげるナポレオンにとって，最

大の敵はイギリスであった。イギリスは，1802年に結ばれた英仏和平

のアミアン条約を翌年に破
は

棄
き

し，対立を強めた。ト
1805

ラファルガー沖の

海戦でイギリスにやぶれたナポレオンは，大陸制圧に転じ，1806年に

は西南ドイツ諸国を保護下に置いてラ
Rheinbund
イン同盟を結成させ，神

しん

聖
せい

ロー

マ帝国を名実ともに解体した。同年にベルリンで出した大陸封
ふう

鎖
さ

令は，

大陸諸国とイギリスとの通商を全面的に禁止し，イギリスに対抗して，

大陸をフランスの市場として確保しようとするものであった。
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フランス帝国領
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ナポレオンの進路

Qロベスピエール　第三身分の
議員として三部会で活躍した。
国民公会では，ジャコバン派を
率いて主導権を握った。

7私有財産の廃止を唱えた革命
急進派のバブーフの陰

いん

謀
ぼう

事件や
王党派の反乱があいついだ。
8第 1回対仏大同盟は，ナポレ
オンのイタリア遠征によって解
体した。対仏大同盟は，1815年
まで 7回に及んだ。

Qナポレオン法典の扉　公正な
秤
はかり

をもった正義の女神が描かれ
ている。ナポレオン法典は，所
有権の絶対，個人意志の自由，
家族の尊重などの原則からなっ
ている。

Qナポレオンの台頭

Rナポレオンによるヨーロッパ支配
と主要な戦闘　 p.254, 281

1798 エジプト遠征
   ～99
1799 統領政府樹立
1800 フランス銀行設立
1801 ローマ教皇と宗教協約
 （コンコルダート）を締結
1804.3 ナポレオン法典制定
1804.5 皇帝に即位
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立した。しかし，革命派や王党派の動きもあって政局は安定せず
7

，革

命の成果の定着と社会の安定を求める人々は，より強力な指導者の登

場を求めた。この機会をとらえたのが，革命軍の将校として頭
とう

角
かく

をあ

らわしていたナ
Napoléon Bonaparte

ポレオン=ボナパルト
（1769〜1821）

であった。

　イタリア遠
えん

征
せい

により対仏大同盟に打
だ

撃
げき

を与え
8

，ついでエジプト遠征

で名をあげていたナポレオンは，1799年11月9日（共和暦
れき

ブリュメー

ル18日），クーデタで統
とう

領
りょう

政府を樹立すると，自ら第一統領となって

事実上の独
どく

裁
さい

権を握った。1802年に終身統領となったナポレオンは，

04年5月には国民投票によって皇帝に即位した（第一帝政）。

　ナポレオンは，ローマ教
きょう

皇
こう

と宗教協約（コ
Concordat

ンコルダート）
1801

を結んでカ

トリック教会と和解し，貴
1808

族制を復活させる一方，フランス銀行の設
1800

立など行財政や教育制度の整備を推進し，さらに近代市民社会の原理

をまとめた民法典（ナ
1804.3

ポレオン法典）を制定し，革命の継
けい

承
しょう

を唱えた。

　革命理念によるヨーロッパ統一をかかげるナポレオンにとって，最

大の敵はイギリスであった。イギリスは，1802年に結ばれた英仏和平

のアミアン条約を翌年に破
は

棄
き

し，対立を強めた。ト
1805

ラファルガー沖の

海戦でイギリスにやぶれたナポレオンは，大陸制圧に転じ，1806年に

は西南ドイツ諸国を保護下に置いてラ
Rheinbund
イン同盟を結成させ，神

しん

聖
せい

ロー

マ帝国を名実ともに解体した。同年にベルリンで出した大陸封
ふう

鎖
さ

令は，

大陸諸国とイギリスとの通商を全面的に禁止し，イギリスに対抗して，

大陸をフランスの市場として確保しようとするものであった。
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Qロベスピエール　第三身分の
国民議会議員として活躍した。
国民公会では，ジャコバン派を
率いて主導権を握った。

7私有財産の廃止を唱えた革命
急進派のバブーフの陰

いん

謀
ぼう

事件や
王党派の反乱があいついだ。
8第 1回対仏大同盟は，ナポレ
オンのイタリア遠征によって解
体した。対仏大同盟は，1815年
まで 7回に及んだ。

Qナポレオン法典の扉　公正な
秤
はかり

をもった正義の女神が描かれ
ている。ナポレオン法典は，所
有権の絶対，個人意志の自由，
家族の尊重などの原則からなっ
ている。

Qナポレオンの台頭

Rナポレオンによるヨーロッパ支配
と主要な戦闘　 p.254, 281
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キャフタ条約
（→p.231）

により，露清
シン

間の国境はほぼ画
かく

定
てい

した。

　日本では，1854年にペ
Perry
リーの

（1794〜1858）
砲艦外交に屈した江戸幕府が日米和親

条約を，ついで1858年に日米修好通商条約を結び，またイギリス，フ

ランス，ロシア，オランダなどと同様の条約を締
てい

結
けつ

した。対外的危機

のなかで西南雄
ゆう

藩
はん

や下級武士層による討
とう

幕
ばく

運動がおこり，1868年に天

皇を中心とする明治政府が成立した。新政府は，富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

，殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

の名のもとに近代国家建設をはかり，1889年に大日本帝国憲法を発
はっ

布
ぷ

し，翌年に議会を開設した。日本の明治維
い

新
しん

は，やがてアジア諸国の

成功モデルとして認識されるようになった。

　日本は，1871年に平等条約である日清修好条規を締結し，さらに，

日清両
りょう

属
ぞく

の地位にあり，すでにフランスやアメリカ合衆国と条約を締

結していた琉
りゅう

球
きゅう

王国を琉
1872
球藩とし，その後，清との冊

さく

封
ほう

・朝
ちょう

貢
こう

関係を

断
だん

絶
ぜつ

させた。1874年の台湾出兵は日清両国の間で戦争の危機をまねい

たが，1879年に日本は沖縄県を設置して国土編入を強行した。

　朝鮮も，合衆国やフランスなどの欧米諸国から開国要求がつきつけ

られていたが，1863年に即位した国王
（在位1863〜1907）
高
コ

宗
ジョン

の
（こうそう）

父で，摂
せっ

政
しょう

の
（1820〜98）
大
テウォングン（だいいんくん）

院君が

それを拒否していた。その後，王妃
（1851〜95）
閔
ミン

妃
ビ

（
（びんひ）

閔氏）一族によって大院君

は失
しっ

脚
きゃく

させられたが，対外方針の基
き

調
ちょう

はかわらなかった。1875年，明

治政府は，砲艦外交を展開して江
カン

華
ファ

島
ド

で
（こうかとう）

交戦し（江華島事件），翌1876

年に日本に有利な日朝修好条規（江華条約）を締結した。

　1884年，ベトナムをめぐって清
しん

仏
ふつ

戦争が
（→p.327，345）

おこった。清はフランスを

苦しめたが，結果的に阮
げん

朝
（→p.326）

と清との冊封・朝貢関係は停止された。

冊封関係の再建と
朝鮮情勢

日本が琉球を領有するなど，東アジア諸国間で

国境画定がすすみ，また周辺が欧米の植民地と

なると，清も対応策を講じた。まず，1880年代に新
しん

疆
きょう

や台湾を省とし

て直
ちょっ

轄
かつ

統治をはじめた。李
り

鴻
こう

章
しょう

らは陸軍とともに海軍力を増強すべく

北
ほく

洋
よう

艦隊を建設し，これは日本の脅
きょう

威
い

となった。

　また，清は，欧米や日本などとの条約にもとづく関係と，冊封にも

とづく関係の双方を調整し，最後の主要冊封国である朝鮮に対する関

与を強化する一方で，ロシアの脅威に対応するために，日本だけでな

く，アメリカ合衆国との条約締結を朝鮮に求めた。

�

�

�

�

�

�

�1871年に台湾に漂
ひょう

着
ちゃく

した宮
みや

古
こ

島
じま

島民が，台湾先住民に殺害さ
れたことを理由とする軍事行動。
琉球人は日本人か，台湾先住民
は清の支配下にあるのかが問題
となった。駐清イギリス公使の
仲
ちゅう

介
かい

で協定が結ばれて，日本は
撤
てっ

兵
ぺい

した。

�この条約は，朝鮮の清からの
独立とともに，釜

プ

山
サン

，仁
イン

川
チョン

，元
ウォン

山
サン

 
の開港，日本の領事裁判権を片

へん

務
む
的に認める不平等条約であっ
た。

ふ ざん じんせん げんざん

�19世紀後半から，台湾やかつ
ての藩部，満

まん

洲
しゅう

などへの漢族の
移動が活発になり，開発がすす
むなかで，漢族の居住空間が拡
大した。
�1880年代，清の海軍力は日本
を圧倒していた。1886年，長崎
港に寄港していた北洋艦隊の水
兵が上陸して警察官とトラブル
になって死傷者を出した事件
（長崎清国水兵事件）は，日本の
清に対する劣

れっ

勢
せい

を印象づけた。

�これらの条約は清と欧米諸国
との条約を参考にしたものだっ
た。また，ペリーらは江戸幕府
に望
ぼう

厦
か

条約（→p.333）の漢文版を
渡し，これが「アメリカ合衆国」
という国名が東アジアに広まる
契
けい

機
き

となった。
�日本は1875年にロシアと樺

から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交換条約を結んで北部
国境を定め，小

お

笠
がさ

原
わら

諸島を国土
に編入するなどして国境を画定
した。
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した。

　日本では，1854年にペ
Perry
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条約を，ついで1858年に日米修好通商条約を結び，またイギリス，フ

ランス，ロシア，オランダなどと同様の条約を締
てい

結
けつ

した。対外的危機

のなかで西南雄
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藩
はん

や下級武士層による討
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幕
ばく

運動がおこり，1868年に天

皇を中心とする明治政府が成立した。新政府は，富
ふ

国
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強
きょう

兵
へい

，殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

の名のもとに近代国家建設をはかり，1889年に大日本帝国憲法を発
はっ

布
ぷ

し，翌年に議会を開設した。日本の明治維
い

新
しん

は，やがてアジア諸国の

成功モデルとして認識されるようになった。

　日本は，1871年に平等条約である日清修好条規を締結し，さらに，

日清両
りょう

属
ぞく

の地位にあり，すでにフランスやアメリカ合衆国と条約を締

結していた琉
りゅう

球
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王国を琉
1872
球藩とし，その後，清
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との冊
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封
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・朝
ちょう

貢
こう

関係を

断
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絶
ぜつ

させた。1874年の台湾出兵は日清両国の間で戦争の危機をまねい

たが，1879年に日本は沖縄県を設置して国土編入を強行した。

　朝鮮も，合衆国やフランスなどの欧米諸国から開国要求がつきつけ

られていたが，1863年に即位した国王
（在位1863〜1907）
高
コ

宗
ジョン

の
（こうそう）

父で，摂
せっ

政
しょう
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（1820〜98）
大
テウォングン（だいいんくん）
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それを拒否していた。その後，王妃
（1851〜95）
閔
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妃
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（
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閔氏）一族によって大院君

は失
しっ

脚
きゃく

させられたが，対外方針の基
き

調
ちょう

はかわらなかった。1875年，明

治政府は，砲艦外交を展開して江
カン

華
ファ

島
ド

で
（こうかとう）

交戦し（江華島事件），翌1876

年に日本に有利な日朝修好条規（江華条約）を締結した。

　1884年，ベトナムをめぐって清
しん

仏
ふつ

戦争が
（→p.327，345）

おこった。清はフランスを

苦しめたが，結果的に阮
げん

朝
（→p.326）

と清との冊封・朝貢関係は停止された。

冊封関係の再建と
朝鮮情勢

日本が琉球を領有するなど，東アジア諸国間で

国境画定がすすみ，また周辺が欧米の植民地と

なると，清も対応策を講じた。まず，1880年代に新
しん

疆
きょう

や台湾を省とし

て直
ちょっ

轄
かつ

統治をはじめた。李
り

鴻
こう

章
しょう

らは陸軍とともに海軍力を増強すべく

北
ほく

洋
よう

艦隊を建設し，これは日本の脅
きょう

威
い

となった。

　また，清は，欧米や日本などとの条約にもとづく関係と，冊封にも

とづく関係の双方を調整し，最後の主要冊封国である朝鮮に対する関

与を強化する一方で，ロシアの脅威に対応するために，日本だけでな

く，アメリカ合衆国との条約締結を朝鮮に求めた。
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務
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条約（→p.333）の漢文版を
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きた。これよりさき，トルコ人の国民国家をめざすケ
Kemal Pasha

マル=パシャ
（1881〜1938）

（ケ

マル=アタテュルク）は，アンカラでトルコ大国民議会を開催し，臨時

政府を樹立した。ケマルは，1922年にギリシア軍をやぶり
2

，イズミル

などを回復するとともに，スルタンを追放して連合国とロ
1923

ーザンヌ条

約を締
てい

結
けつ

し，不平等条約の撤
てっ

廃
ぱい

に成功した。

　1923年にケマルはトルコ共和国を宣言し，大統領となり，24年には

カリフ制を廃止して国家を世
せ

俗
ぞく

化し（政
せい

教
きょう

分
ぶん

離
り

），共和国憲法を公布し

た。トルコ帽
ぼう

や女性のベール着用の禁止，太陽暦
れき

の採用，トルコ語の

ローマ字表記（文字改革）なども実施して，西欧をモデルとする近代国

家の建設に努めた（トルコ革命）。

　大戦中にイギリス・ロシア両軍に占領されていたイランでは，1921

年にレ
Reza Khan

ザー=ハーン
（在位1925〜41）

（レザー=シャー）がクーデタで政権を握り，イギ

リスから独立を回復し，25年にはトルコ系のカージャール朝を廃して

パ
Pahlavi

フレヴィー朝
1925〜79

を創
そう

始
し

した。彼は立憲君主政にもとづく近代国家の建

設をめざすとともに，1935年に国名をペルシアからイランに改称した。

いっぽう，1919年に政権を掌
しょう

握
あく

したアフガニスタンの新国王は，イギ

リスから完全に主権を回復して，国王を中心とする近代化をめざした。

アラブ地域の
民族運動

大戦中イギリスの保護下にあったエジプトでは，

戦後，ワ
Wafd
フド党を中心に独立運動が展開され，

1922年にエ
1922〜52
ジプト王国が立憲王国として独立し，36年にイギリス=エ

ジプト条約により主権をほぼ回復した。しかし，スエズ運河
（→p.318）
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Qケマル=パシャの文字改革
（1928）　ケマルは1934年にアタ
テュルク（トルコ人の父）の称

しょう

号
ごう

を贈られた。

2ギリシアは1919年にイズミル
を占領し，20年にはイギリスに
支
し

援
えん

されて，さらに内陸部まで
侵
しん

攻
こう

した。ギリシアは21年夏に
再度攻勢に出て，アンカラにせ
まった。ケマル軍は22年にこれ
を撃

げき

退
たい

して，トルコの独立を確
保した。

　名目的な国家主権を残し，
国内自治は認められるが，外
交・軍事権は宗

そう

主
しゅ

国に奪われ
る。19世紀後半から帝国主義
政策をとる宗主国が，植民地
行政の負担をさけ，民族抵抗
を封じ込め，国際世論の反発
をのがれるために用いた。
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396　第19章 戦後世界秩序の形成

「熱い戦争」と
第三勢力の形成

ヨーロッパで冷
れい

戦
せん

が形成され，それが世界に拡

大する過程に，植民地の独立も深くかかわるこ

とになった。アジア・アフリカの植民地が独立する際には，しばしば

武力が用いられた。こうした意味で，冷戦と深くかかわりながらも，

「熱い戦争」が展開された。独立後は，東西対立と深いかかわりをもつ

国もあったが，東西両陣営のどちらにも属さない道をとる国もあった。

　いっぽう，資本主義と社会主義の対立を背景とする冷戦とは異なり，

北半球に位置する旧宗
そう

主
しゅ

国と，アジア・アフリカなどの植民地から独

立した国々やラテンアメリカ諸国，という対立も形成されていった（南

北問題）。新
しん

興
こう

独立国には，この南北の対立軸を背景に東西対立とは

異なる第三勢力
1

の形成をめざした国もあった。

バンドン会議と
非同盟諸国

1954年，中国の
（在職1949～76）
周
しゅう

恩
おん

来
らい

首
（Zhou Enlai）

相
（→p.404）
とインドのネ

（在職1947～64）
ルー首

相
（→p.366）
が会談し，領土と主権の相

そう
互
ご
尊重，内政不干

かん

渉
しょう

，平和共
きょう

存
ぞん

などからなる平和五原則を発表した
2

。翌55年に，イン

ドネシアのバンドンで日本を含む29か国が参加したアジア=アフリカ

会議（バンドン会議）が開催された
3

。この会議は，平和五原則にもとづ

植民地の独立と世界政治2
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第二次世界大戦
後の独立国
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Q第二次世界大戦後のアジア
（1984年時点）

p.418

11950年代末から，「第三世界」
という語も使われた。これには，
フランス革命の第三身分（→p.277）

になぞらえ，これまでは抑
よく

圧
あつ

さ
れてきたが解放に向かう新しい
世界であるという積極的な意味
がこめられているとされる。
21954年，セイロン（現スリラン
カ）でインド，セイロン，東南ア
ジア諸国の首脳によりコロンボ
会議が開催され，植民地主義へ
の反対，中華人民共和国の承認
などを提

てい

唱
しょう

した。そして，コロ
ンボ会議に参加した国々は翌年
のアジア=アフリカ会議の開催
を推進した。
3バンドン会議を主導したのは，
エジプトのナセル大統領，中国
の周恩来首相，インドのネルー
首相，インドネシアのスカルノ
大統領である。
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412　 第20章 情報革命と世界経済の一体化

　20世紀を政治的にみると，国民国家が世界全

体に拡大する過程であり，植民地の多くは独立

した。19世紀に覇
は

権
けん

国であったイギリスの勢力

が後
こう

退
たい

し，かわってアメリカ合衆国が台頭し，

大量消費文明を世界に提供した。第二次世界大

戦後，社会主義を基礎にソヴィエト連邦がアメ

リカ合衆国に対抗して冷
れい

戦
せん

が形成された。

　経済，技術，軍事などの面で優勢だった合衆

国の覇権は1970年代に動揺したが，米ソは軍事

面での緊張緩
かん

和
わ

（デタント）をすすめ，均
きん

衡
こう

を保

とうとした。しかし，すでにインド洋への進出

などをもくろんでいたソ連は，79年にアフガニ

スタンに侵
しん

攻
こう

し，ふたたび米ソ対立が深まった

（新冷戦）。結局，1980年代に，合衆国が「強い

アメリカ」をかかげ，最終的にはソ連圏を圧倒

して冷戦は終結した。それは，社会主義国が国

内でかかえていた諸問題も背景にはあるが，西

側諸国の経済発展との格差や，半
はん

導
どう

体
たい

を中心と

するあらたな技術革新にソ連圏が十分に対応で

きなかったことでもあった。

　1980年代は，携帯電話やパーソナル=コンピ

ュータなど，のちに日常生活に不可欠になる機

器が普
ふ

及
きゅう

しはじめ，80年代末には商用のインタ

ーネットも使われはじめた。90年代から21世

紀にかけて，コンピュータや光ファイバーなど

の技術革新によって，個人でも常にインターネ

ットにアクセスし，大量情報伝達を行うことが

可能になった。これにより，金
きん

融
ゆう

など経済面で

の国境をこえた，一体化した世界があらわれた

（グローバル化）。そのネットワークやそれを支

える科学技術をおもに提供したのは，超大国で

ある合衆国であり，その民主主義などの普
ふ

遍
へん

的

価値と市
し

場
じょう

経済原理がグローバル=スタンダー

ドとして世界に広がることになった。

　しかし，競争を重んじる市場原理のもとでは，

（EU）
ヨーロッパ連合

（AU）
アフリカ連合 （ASEAN）

東南アジア諸国連合

（APEC）
アジア太平洋経済協力会議

日本, アメリカ合衆国, カナダ,
オーストラリア, ニュージーランド, 
韓国, シンガポール, 
マレーシア, インドネシア, 
フィリピン, タイ,ブルネイ, 
中国, 台湾, 香港, メキシコ,
チリ, パプアニューギニア, 
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紀にかけて，コンピュータや光ファイバーなど

の技術革新によって，個人でも常にインターネ

ットにアクセスし，大量情報伝達を行うことが

可能になった。これにより，金
きん

融
ゆう

など経済面で

の国境をこえた，一体化した世界があらわれた

（グローバル化）。そのネットワークやそれを支

える科学技術をおもに提供したのは，超大国で

ある合衆国であり，その民主主義などの普
ふ

遍
へん

的

価値と市
し

場
じょう

経済原理がグローバル=スタンダー

ドとして世界に広がることになった。
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権
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こう

退
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戦
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が形成された。
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面での緊張緩
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和
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側諸国の経済発展との格差や，半
はん

導
どう

体
たい
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430　第20章 情報革命と世界経済の一体化

　2009年に初のアフリカ系大統領となった民主党のオ
Obama
バマは

（在職2009〜17）
，財政問

題，社会福祉問題をかかえつつ，イラク問題からは基本的に撤
てっ

収
しゅう

した

ものの，アフガニスタン問題には関与しつづけ，また，環
Trans-Pacific Strategic Economic Partnership Agreement

太平洋戦略

的経済連
れん

携
けい

協定（TPP）
（→p.432）

の推進など東アジア重視の政策をおこなった。

2017年に国内の格差問題を背景に誕生した共和党のトランプ
（在職2017〜）

政権は，

アメリカ第一主義をかかげ，雇用など国内問題重視の姿勢を示してお

り，国際秩序維持，形成への関与の低下への懸念が強まっている。

ヨーロッパ統合と
地域統合の課題

EUは，N
ナトー

ATO（
（→p.390）

北大西洋条約機構）の拡大
（→p.417）

とも

あいまって，04年から東欧にも拡大し，2014

年現在，加盟国は28か国となっている。09年にはリスボン条約が発

効し，より統合が強められた
9

。

　1999年，為
か わ せ

替相場リスクの消滅や米ドルへの対抗のため域内共通通

貨ユーロがつくられ，発券銀行としてヨーロッパ中央銀行がドイツに

置かれた。2002年，ユーロはイギリスなどを除く12か国の通貨とし

て流通をはじめた（15年 1月現在，19か国）。しかし，通貨は統合して

も財政は各国の主権下にあり，10年以降，ギリシアの財政問題を契
けい

機
き

にユーロ危機が生じた。

　ヨーロッパ以外でも，地域統合，地域協力がすすめられている。北

アメリカには北米自由貿易協定
1994（→p.420）

（N
ナフタ

AFTA）があり，東アジアにも

A
アセアン

SEANを核とする経済中心の地域統合の模
も

索
さく

がある。このほか，ア

フリカでは2002年にアフリカ統一機構
（→p.401）

（OAU）から発展したア
African Union
フリカ

連合（AU）が組織された。

　EUなどの地域統合体は，地球規模での画一的な規範やリスクに対

応しつつ，地域内部で問題解決する装置であり，いわばグローバル化

の補
ほ

完
かん

物であったが，競争に勝ち抜くために設けられた地域内での高

い規範が構成国を圧
あっ

迫
ぱく

し，統合体の維持が困難になる局面もみられる。

ウクライナ問題
EUやNATOの東方拡大はウクライナにも及ん

だ。ウクライナでは，EU加盟に好意的な西部と，

ロシア系住民が多くロシアとの関係が深い東部とで意見が分かれてい

た。ウクライナは，ロシア産天然ガスのヨーロッパへのパイプライン

の中継地であり，ロシアのプ
Putin
ーチン政

（在職2000〜08，12〜）
権
0

はその供給を制限するなどし

1949　アメリカ合衆国，カナダ，
 イギリス，フランス，イタ
 リア,オランダ，ベルギー，
 ルクセンブルク，ポルト
 ガル，デンマーク，ノル
 ウェー，アイスランドを
 原加盟国として発足
1952　ギリシア，トルコが加盟
1955　西ドイツが加盟
1982　スペインが加盟
1999　チェコ，ハンガリー，
 ポーランドが加盟
2004　エストニア，ラトヴィア，
 リトアニア，スロヴァキ
 ア，スロヴェニア，ブル
 ガリア，ルーマニアが
 加盟
2009　アルバニア，クロアティ
 アが加盟
2017　モンテネグロが加盟

Qユーロ取引開始のボタンをお
すフランクフルト証券取引所の
関係者（1999）。

02000年にロシア連邦の大統領
となったプーチンは，市

し

場
じょう

経済
改革をかかげ，強い国家をめざ
した。08年からメドヴェージェ
フに大統領を譲り，首相となっ
たが，12年にふたたび大統領と
なった。

9リスボン条約の発効により，
EU理事会常任議長（EU大統領），
EU外務・安全保障政策上級代
表（EU外相）が設置されるなど，
政治的統合が深まったが，各国
では主権が過度に失われるとし
て反発もある。2016年，イギリ
スではEUからの離脱を問う国
民投票が実施され，離脱賛成が
過半数を獲得した。
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り，国際秩序維持，形成への関与の低下への懸念が強まっている。

ヨーロッパ統合と
地域統合の課題

EUは，N
ナトー

ATO（
（→p.390）

北大西洋条約機構）の拡大
（→p.417）

とも

あいまって，04年から東欧にも拡大し，2014

年現在，加盟国は28か国となっている。09年にはリスボン条約が発

効し，より統合が強められた
9

。

　1999年，為
か わ せ

替相場リスクの消滅や米ドルへの対抗のため域内共通通

貨ユーロがつくられ，発券銀行としてヨーロッパ中央銀行がドイツに

置かれた。2002年，ユーロはイギリスなどを除く12か国の通貨とし

て流通をはじめた（15年 1月現在，19か国）。しかし，通貨は統合して

も財政は各国の主権下にあり，10年以降，ギリシアの財政問題を契
けい

機
き

にユーロ危機が生じた。

　ヨーロッパ以外でも，地域統合，地域協力がすすめられている。北

アメリカには北米自由貿易協定
1994（→p.420）

（N
ナフタ

AFTA）があり，東アジアにも

A
アセアン

SEANを核とする経済中心の地域統合の模
も

索
さく

がある。このほか，ア

フリカでは2002年にアフリカ統一機構
（→p.401）

（OAU）から発展したア
African Union
フリカ

連合（AU）が組織された。

　EUなどの地域統合体は，地球規模での画一的な規範やリスクに対

応しつつ，地域内部で問題解決する装置であり，いわばグローバル化

の補
ほ

完
かん

物であったが，競争に勝ち抜くために設けられた地域内での高

い規範が構成国を圧
あっ

迫
ぱく

し，統合体の維持が困難になる局面もみられる。

ウクライナ問題
EUやNATOの東方拡大はウクライナにも及ん

だ。ウクライナでは，EU加盟に好意的な西部と，

ロシア系住民が多くロシアとの関係が深い東部とで意見が分かれてい

た。ウクライナは，ロシア産天然ガスのヨーロッパへのパイプライン

の中継地であり，ロシアのプ
Putin
ーチン政
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 ア，スロヴェニア，ブル
 ガリア，ルーマニアが
 加盟
2009　アルバニア，クロアティ
 アが加盟
2017　モンテネグロが加盟

Qユーロ取引開始のボタンをお
すフランクフルト証券取引所の
関係者（1999）。

02000年にロシア連邦の大統領
となったプーチンは，市

し

場
じょう

経済
改革をかかげ，強い国家をめざ
した。08年からメドヴェージェ
フに大統領を譲り，首相となっ
たが，12年にふたたび大統領と
なった。

9リスボン条約の発効により，
EU理事会常任議長（EU大統領），
EU外務・安全保障政策上級代
表（EU外相）が設置されるなど，
政治的統合が深まったが，各国
では主権が過度に失われるとし
て反発もある。2016年，イギリ
スではEUからの離脱を問う国
民投票が実施され，離脱賛成が
過半数を獲得した。
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カタコンベ	 57
カタラウヌムの戦い	 58
カタリ派	 161
学校教育	 307,	340
カッシート	 33
合衆国憲法	 274
活版印刷術	 	
	 167,	227,	242,	317

カーディー	 135
カティプーナン党	 329
カデット→立憲民主党（露）		
	 301

カトー＝カンブレジ和約	 	
	 240

カトリック	 242
カトリック教徒解放法	 283
カトリーヌ＝ド＝メディシ	
ス	 250

カナウジ	 73
ガーナ王国	 112,	129
カナダ連邦	 296
カーナティック戦争	 	
	 267,	323

カナート	 38,	61,	99
カニシカ王	 69
カニング	 276
カーヌーン	 219

カネム＝ボルヌー王国	 112
カノッサの屈辱	 152
カーバ神殿	 120,	122
カピチュレーション	 220
カビール	 73,	222
カフェ	 257
カフラー王	 32
カブラル	 206
貨幣経済	 83,	141,	177,	208
貨幣地代	 149,	159,	208
カペー朝	 147,	161
カボット	 206
河姆渡遺跡	 78
ガポン	 301
鎌倉幕府	 182,	185
『神の国』	 57
「神の平和」	 151
カメハメハ1世	 330
カメルーン	 311
火薬	 167,	178,	182
加羅（伽耶）	 93
カラカラ	 52
カラ＝キタイ→西遼	 174
カラコルム	 180
カラ＝ハン朝	 101,	103,	174
樺太・千島交換条約	 336
ガリア遠征	 51
『ガリア戦記』	 51
『ガリヴァー旅行記』	 261
カリカット（王国）	 	
	 203,	205,	222

カーリダーサ	 71
ガリバルディ	 297
カリフ	 122,	126,	364
カリフォルニア	 275
カリブ海政策	 313,	371
カーリミー（商人）	129,	189
嘉隆帝→阮福暎	 326
ガリレオ＝ガリレイ	 167
カール4世	 162
カール5世	 241,	242
カール12世	 256
カルヴァン（派）	 243,	253
カルカッタ	 	
	 266,	311,	323,	326

『ガルガンテュアとパンタ
グリュエルの物語』	 167

カルケドン公会議	 57
ガルシア＝マルケス	 305
カール大帝	 146,	158,	280
カルタゴ	 34,	48,	50
カルデア人	 37
カルティニ	 329
カルデナス	 372
カルテル	 306
カールの戴冠	 145
カルボナリ（炭焼き党）	 284
カール＝マルテル	 145
カルマル同盟	 163
カール＝リープクネヒト	354
カルロヴィッツ条約	 	
	 219,	221,	254

カルロス1世	 240,	245
カレー	 162
ガレー船	 192
カロリング朝（家）	 145
カロリング＝ルネサンス	 	
	 146

韓（戦国）	 80
漢		 82

漢（匈奴）	 85
ガン	 155
甘英	 100
宦官	 83
『漢宮秋』	 184
環境問題	 272,	388,	428
漢軍八旗	 230
汗血馬	 99
官戸	 172
桓公	 80
勘合貿易	 16,	202,	227,	232
韓国統監	 341
韓国併合	 341
韓国保護条約	 341
漢字	 16,	91
『漢書』	 84
顔真卿	 90
関税と貿易に関する一般協
定（GATT）	 387,	415
環銭	 81
環太平洋戦略的経済連携
協定（TPP）	 432

『カンタベリ物語』	 167
ガンダーラ美術	 69
ガンダーラ様式	 69,	74
ガンディー	 365,	398
カント	 260,	288
関東軍	 368,	376
カントリー＝トレーダー	 332
広東十三行	 234
韓非	 81
カンボジア	 327,	421
韓愈（韓退之）	 89
咸陽	 82

き
魏（戦国）	 80
魏（三国）	 85,	93
キエフ公国	 142
機械打ち壊し→ラダイト	 	
	 269

議会派	 248
議会法	 295
『幾何原本』	 229
企業合同→トラスト	 306
企業連合→カルテル	 306
キケロ	 52
騎士（ローマ）	 50
騎士（中世）	 149,	160,	241
基軸通貨	 387,	409
騎士道文学	 158
徽州商人	 228
義浄	 74,	90,	108
キジルバシ	 220
旗人	 230,	233
魏晋南北朝	 86
徽宗	 173,	178
貴族（パトリキ）	 48
貴族院（英）	 161
キタイ→契丹	 170,	179
北大西洋条約機構（NATO）		
	 390,	392,	417,	420,	430

北ドイツ連邦	 298
亀甲船	 228
喫茶（中国）	 176,	229
キッシンジャー	 406
契丹	 170,	179
契丹文字	 171
紀伝体	 84
冀東防共自治政府	 376

帰納法	 259
騎馬遊牧民	 98
羈縻政策	 95
蟻鼻銭	 81
キープ（結縄）	 116
キプチャク＝ハン国	 	
	 143,	181

義兵闘争	 341
喜望峰	 205,	211
金日成	 405,	422
金玉均	 337
金正日	 422
金大中	 421,	422
金泳三	 422
格		 87
キャフタ条約	 231
キャラヴァンサライ	 133
9.11事件	 429,	432
九か国条約	 338,	356,	368
球戯場の誓い	 277
仇教運動	 335
義勇軍（中国）	 404
牛耕	 80
宮宰	 145
九・三〇事件	 407
95か条の論題	 241
旧人	 24
救世主	 35,	54
旧石器時代	 24
九品中正法	 85,	87
救貧法	 244
義勇兵（仏）	 278
旧法党（宋）	 172
『旧約聖書』	 31,	35,	124
九竜半島	 334,	338,	423
キューバ	 313,	402,	426
キューバ革命	 402
キューバ危機	 395,	408
キュリー夫妻	 308
キュリロス	 141
ギュルハネ勅令	 319
キュロス2世	 37
羌		 85
教育法（英）	 295
教会	 54
『教会史』	 57
教会大分裂	 160
郷挙里選	 83
教区教会	 151
教皇（法王）	 145,	151
「教皇のバビロン捕囚」	 160
教皇派（ゲルフ）	 162
教皇領	 145,	163,	297
姜寨遺跡	 78
共産主義	 363,	383,	388
共産党情報局→コミンフォ
ルム	 389

『共産党宣言』	 286
堯・舜・禹	 79
仰韶文化	 78
郷紳（英）→ジェントリ	 161
郷紳（中国）	 	
	 227,	229,	235,	332,	335

『狂人日記』	 368
強制移住法（米）	 275
強制栽培制度	 328
強制収容所	 373,	379
匈奴	 82,	85,	99
京都議定書	 428
教父	 57

恐怖政治	 278
郷勇	 334
共和政（ローマ）	 48
共和政（英）	 248
共和党	 275
共和暦	 279,	280
極東国際軍事裁判（東京裁
判）	 389
挙国一致体制	 351
挙国一致内閣（英）	 371
拒否権	 386
魚鱗図冊	 225
ギリシア語	 	
	 33,	45,	53,	134,	157

ギリシア人	 39,	45,	48
ギリシア正教会	 	
	 117,	140,	141,	151

ギリシアの独立	 284,	319
キリスト（教）	 54,	56
『キリスト教綱要』	 243
キリスト教民主同盟	 393
『キリスト者の自由』	 241
キリル文字	 141
『ギルガメシュ叙事詩』	 31
キルギス	 102
キール軍港の水兵の反乱	 	
　	 352

ギルド	 156,	251,	268,	277
キルワ	 112,	191,	265
義和団	 339
義和団戦争	 339,	340
金（王朝）	 173,	179
金印勅書	 162
キング牧師	 409
禁酒法	 358
禁書（清）	 233
欽宗	 174
金属活字	 171
近代オリンピック	 309
金大中事件	 421
均田制	 86,	87,	88,	91
金・ドル本位制	 387
「金ピカ時代」	 303
『金瓶梅』	 229
金本位制	 213,	371
金融恐慌	 376
吟遊詩人（欧）	 158
金融資本体制	 306
均輸・平準法（漢）	 83
均輸法（宋）	 172
禁欲思想	 56
金陵	 225

く
グアム（島）	 313,	330
広南（クアンナム）国	 210
クウェート	 312,	318,	425
空海	 90,	95
空想的社会主義	 286
クー＝クラックス＝クラン
（KKK）	 302,	358
楔形文字	 31
クシャトリヤ	 67
クシャーナ朝	 60,	69
クシュ王国	 112
駆除韃虜	 341
『愚神礼讃』	 166
クスコ	 116
グスタフ＝アドルフ	 253
クック	 260,	329
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独裁官（ディクタトル）	 48
独占資本	 306,	371
独ソ戦	 379,	386
独ソ不可侵条約	 378
独立国家共同体（CIS）	 418
独立自営農民→ヨーマン	 	
	 160

独立社会民主党	 351,	354
独立党（朝鮮）→開化派	 337
独立派（英）	 248
都護府	 95
ド＝ゴール	 379,	392
都市国家	 30,	40,	48,	67,	79
ドーズ案	 361
トスカナ地方	 48,	164
トスカネリ	 206
ドストエフスキー	 310
「土地に関する布告」	 354
特許状	 156
突撃隊（SA）	 373
突厥	 60,	88,	95,	100,	102
突厥文字	 102
都督府	 95
吐蕃	 92,	95
飛び梭	 269
ドビュッシー	 310
ドプチェク	 395
杜甫	 90
土木の変	 226
トマス＝アクィナス	 157
トマス＝ペイン	 273
トマス＝マン	 373,	411
トマス＝ミュンツァー	 242
トマス＝モア	 167,	243
ドミニコ	 152
ドミニコ修道会	 152
「ドミノ理論」	 408
豊臣秀吉	 16,	228,	232
ドラヴィダ系	 70
ドーラー＝ヴィーラー	 66
ドラクロワ	 284,	288
ドラコン	 40
トラスト	 303,	306
トラファルガー沖の海戦	 	
	 279

トラヤヌス	 52
トランスヴァール共和国	 	
	 311

ドーリア式	 43
ドーリア人	 39,	41
トリアノン条約	 355
トーリー党	 249,	284
トリボニアヌス	 59
ドル危機	 409
トルキスタン	 101,	103
トルコ＝イスラーム文化	 	
	 216

トルコ革命	 364
トルコ共和国	 364
トルコ語	 221
トルコ人	 103,	124,	127,	320
トルコマンチャーイ条約	 	
	 321,	322

トルストイ	 310,	349
トルテカ人	 115,	116
トルデシリャス条約	 206
ドル＝ブロック	 372
トルーマン	 383,	389
トルーマン＝ドクトリン	389
奴隷王朝	 131

奴隷解放宣言	 302
奴隷州	 302
奴隷制（ギリシア）	 40
奴隷制（ローマ）	 50
奴隷制（米）	 302
奴隷貿易	 	
	 246,	265,	268,	312,	425

ドレーク	 244
ドレフュス事件	 300
トレント（トリエント）の公
会議	 244

トロツキー	 353,	354,	362
『ドン＝キホーテ』	 167
ドンキン義塾	 329
トンキン湾事件	 408
敦煌（石窟寺院）	 87
敦煌（郡）	 100
ドンズー運動	 329
ドンソン文化	 91,	106
屯田制（中国）	 85
屯田兵制（ビザンツ）	 140
トンブクトゥ	 112

な
内閣大学士	 226
ナイティンゲール	 294
ナイマン	 174,	179
長篠の合戦	 220,	239
ナーガールジュナ	 68
ナジ	 395
ナショナリズム	 	
	 280,	282,	288,	307,	363

ナスル朝	 129,	163
ナセル	 396,	399
ナチス	 372,	380,	383
ナチズム	 359,	374
ナーナク	 73,	224
ナポリ王国	 148,	163
ナポレオン3世	 	
	 287,	294,	299,	304,	326

ナポレオン戦争	 	
	 270,	275,	279

ナポレオン法典	 279
ナポレオン＝ボナパルト	 	
	 33,	279,	317

ナラシンハ＝ラーオ→ラー
オ	 424
ナーランダー僧院	 71,	74
ナロードニキ	 300
南越	 91,	106
南海（郡）	 82,	106
『南海寄帰内法伝』	 90,	108
南海交易	 106,	108,	193
南海泡沫事件	 250
南下政策	 294,	319
南京	 225,	342
南京虐殺事件	 377
南京条約	 333,	423
「南巡講話」	 423
南詔	 91,	171
南宋	 174,	183
ナンダ朝	 68
南朝（中国）	 86,	107
南唐	 170
ナントの勅令	 250,	252
南南問題	 411
南蛮貿易	 205
南部（米）	 302
南北首脳会談	 422
南北戦争	 270,	302,	304

南北朝時代	 86
南北問題	 396,	410,	425
難民	 426,	433,	434

に
二月革命（仏）	 286
二月革命（露）	 353
ニクソン	 406,	409
ニクソン＝ドクトリン	 409
ニケーア公会議	 56
ニコポリスの戦い	 218
ニコライ1世	 284
ニコライ2世	 301,	349,	353
ニザーミーヤ学院	 128
ニザーム＝アルムルク	 128
西インド会社（蘭）	 211,	247
西ゴート王国	 59,	123
西ゴート人	 58,	144
西スラヴ人	 142
西突厥	 102
西フランク	 147
二十一か条要求	 352,	367
二重統治体制	 171
西ヨーロッパ連合条約（ブ
リュッセル条約）	 390
西ローマ帝国の滅亡	 58
ニーチェ	 309
日英同盟	 340,	348,	356
日独伊三国同盟	 377,	380
日独伊三国防共協定	 374
日独防共協定	 374
日南郡	 84,	106
日米安全保障条約	 	
	 391,	405,	407

日米修好通商条約	 327,	336
日米和親条約	 336
日露協約	 341
日露戦争	 300,	320,	340
日華平和条約	 404
日韓基本条約	 407
日韓協約	 341
日清修好条規	 336
日清戦争	 309,	337
日宋貿易	 16,	177
日ソ共同宣言	 405
日ソ中立条約	 	
	 377,	379,	381,	383,	386

日中国交正常化	 406,	420
日中戦争	 377
日中平和友好条約	 420
日朝修好条規（江華条約）	 	
	 336

二・二八事件	 404
二・二六事件	 376
ニネヴェ	 36
ニハーヴァンドの戦い	 123
『ニーベルンゲンの歌』	 158
日本海海戦	 340
日本銀	 210,	228
日本国憲法	 403
日本町	 211
ニューアムステルダム	 266
ニューイングランド植民地		
	 266,	273

ニュージーランド	 296,	330
ニューディール	 371
ニュートン	 257,	258
ニューネーデルラント植民
地	 266

ニューヨーク	 266

ニュルンベルク国際軍事裁
判	 389

「人間の安全保障」	 420,	433
『人間不平等起源論』	 260
任那→加羅（伽耶）	 93
寧波	 177,	188

ぬ
ヌイイ条約	 355
ヌエバ＝エスパーニャ	 207
ヌルハチ	 229,	230

ね
ネアンデルタール人	 24
ネヴィル＝チェンバレン	 	
	 378

ネ＝ウィン	 398
ネグロイド	 25
ネストリウス派	 57,	91,	130
ネッケル	 277
ネーデルラント	 209,	246
ネーデルラント連邦共和国		
	 246

ネフェルティティ	 34
ネブカドネザル2世	 37
ネルー	 366,	396,	398,	424
ネルウァ	 52
ネルチンスク条約	 	
	 231,	256,	335

ネロ	 56
『年代記』	 52

の
農家	 81
農業革命	 150,	268
農業調整法（AAA）	 371
農耕・牧畜の開始	 26
ノヴゴロド国	 142
農場領主制	 209,	255
『農政全書』	 229
農奴（制）	 143,	149,	160,	255
農奴解放令	 300
農民保有地	 149
盧泰愚	 421
ノートルダム大聖堂	 158
ノーフォーク農法	 268
ノーベル	 309
ノモス	 32
ノモンハン事件	 377
ノルウェー	 148,	301
ノルマン＝コンクェスト	148
ノルマン人	 142,	148
ノルマン朝	 148
ノルマンディー公ウィリア
ム	 148

ノルマンディー公国	 148
ノルマンディー上陸	 382

は
拝火教→ゾロアスター教	38
ハイチ	 275,	313
ハイデッガー	 410
ハイドゥ	 180,	183
ハイドン	 261
ハイネ	 288
バイバルス	 129
牌符	 181
バイロン	 288
ハインリヒ4世	 152
ハーヴェー	 258

バウリング条約	 327
パウロ	 54
馬英九	 431
バオ＝ダイ	 397
馬韓	 93
パガン王国	 195,	210
パキスタン	 398
伯		 146
パグウォッシュ会議	 394
白居易（白楽天）	 90
白豪主義	 330
白磁	 178,	188
白村江の戦い	 94
バグダード	 	
	 124,	126,	312,	348

バグダード条約機構→中東
条約機構（METO）	 391
バグダード鉄道	 312,	348
朴正煕	 407
バクティ	 72
バクトリア王国	 45
『博物誌』	 53,	70
剝片石器	 24
ハーグ密使事件	 341
朴泳孝	 337
白話運動	 368
ハザール	 103
バザール	 133
ハーシム家	 122
覇者	 80
パスカル	 260
バスティーユ要塞	 277
パストゥール	 308
パスパ（パクパ）	 185
パスパ文字	 184
バタヴィア	 211
パータリプトラ	 68,	71
八・一宣言	 376
八王の乱	 85
八月十日事件	 278
八旗	 230,	233
パックス＝ブリタニカ	 271
パックス＝ローマーナ	 52
八正道	 67
閥族派	 50
バッハ	 261
パッラヴァ朝	 73
ハディース	 123,	134
バティスタ	 402
ハーディング	 356,	358
バトゥ	 180
ハドリアヌス	 52,	62
バドリオ	 382
バーナード＝ショー	 295
パナマ運河	 313
パーニーパットの戦い	 222
ハノーヴァー朝	 250
パピルス	 32
バビロン	 31,	44
バビロン第1王朝	 31
バビロン捕囚	 35,	37
バーブ教	 321
バーブ教徒の乱	 321
ハフス朝	 130
ハプスブルク家	 	
	 162,	219,	240,	250,	254

バブーフ	 279
バーブル	 222
『バーブル＝ナーマ』	 222
パフレヴィー2世	 400,	424
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独裁官（ディクタトル）	 48
独占資本	 306,	371
独ソ戦	 379,	386
独ソ不可侵条約	 378
独立国家共同体（CIS）	 418
独立自営農民→ヨーマン	 	
	 160

独立社会民主党	 351,	354
独立党（朝鮮）→開化派	 337
独立派（英）	 248
都護府	 95
ド＝ゴール	 379,	392
都市国家	 30,	40,	48,	67,	79
ドーズ案	 361
トスカナ地方	 48,	164
トスカネリ	 206
ドストエフスキー	 310
「土地に関する布告」	 354
特許状	 156
突撃隊（SA）	 373
突厥	 60,	88,	95,	100,	102
突厥文字	 102
都督府	 95
吐蕃	 92,	95
飛び梭	 269
ドビュッシー	 310
ドプチェク	 395
杜甫	 90
土木の変	 226
トマス＝アクィナス	 157
トマス＝ペイン	 273
トマス＝マン	 373,	411
トマス＝ミュンツァー	 242
トマス＝モア	 167,	243
ドミニコ	 152
ドミニコ修道会	 152
「ドミノ理論」	 408
豊臣秀吉	 16,	228,	232
ドラヴィダ系	 70
ドーラー＝ヴィーラー	 66
ドラクロワ	 284,	288
ドラコン	 40
トラスト	 303,	306
トラファルガー沖の海戦	 	
	 279

トラヤヌス	 52
トランスヴァール共和国	 	
	 311

ドーリア式	 43
ドーリア人	 39,	41
トリアノン条約	 355
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